
３年生の「許さないから」
では３本の人形の腕を集

めながら迷路を進んでい

きます。小さな懐中電灯

の灯りのみで進むには暗

く不気味な雰囲気の中、

恐る恐る角を曲がると…

なぜか世界的に有

名なあのネズミのキャ

ラクターが登場して、

思わずほっこりして

笑ってしまいました。

ストーリー性があ
り、小道具にもこだ

わりが感じられる迷

路でした。

クラス出展のほかにも
授業や委員会の作品の展

示がおこなわれました。

正門前には「Jissen フ
ラッグ」が飾られました。

パンフレットや教室に掲

示されたQRコードから投
票するコンテストも今年

度からおこなわれました。

教員室前には書写の
作品が展示されました。

１年生は百人一首のなか

で好きな一首を好きな色

の用紙に書きました。

１２月の百人一首大会

ではその歌の札を取れる

よう覚えておきましょう。

２年生は好きな漢字
一字または二字を行書

体でキャンバスボード

に書いて楽しみました。

どの作品にも文字の
配置や大きさ、まわり

の彩りに工夫が感じら

ました。

３年生は好きな四字熟

語を書いて、和紙のラン

プシェードを作りました。

四字熟語に合わせた背
景が描かれていて、実際

に灯したらどうなるか想

像して楽しむことができ

ました。

美術室には１年生が粘土で

製作したピーマンが展示され

ていました。

中学フロアの掲示板にも

「ファーストペンギン通信」

と行事の写真を掲示しました。

図書室では図書委員が

製作したPOPのコンテス
トがおこなわれました。

受付で渡されたシール

を「インパクト部門」、

「キャッチコピー部門」、

「イラスト部門」の３つ

の部門で素晴らしいと思

う作品に貼っていきます。

中学生の作品にも多

くのシールが貼られて

いました。

教室での出展はもち

ろん、さまざまな場所

での展示を通じて、日

頃の成果を感じること

ができました。
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・お化け屋敷は人気なだけあって準備はとても大変で、

終わるか心配になったこともありました。でも、み

んなで役割を分担し、協力してやれたのでなんとか

準備を終わらせることができました。明鏡祭当日は、

たくさんのお客さんが来てくれました。出てきた人

たちがみんな「めっちゃ楽しかった」とか「お化け

屋敷の中で１番クオリティーが高い」と言ってくれ

てとても嬉しかったし、やって良かったと思えました。

・どの年齢も楽しんでもらえるように声の出し方やお

面の使い分けなど考えてしました。最後高校生から

も面白かったや怖かったと言う声が聞けてとても嬉

しかったです！子供も驚いた後に笑ってくれたので

安心しました！準備が大変なお化け屋敷だけどその

分やりがいを感じられてとても良かったです！

・中学最後の明鏡祭は怖い迷路をテーマにしました。

１年生の時と似たようなテーマだったので、あの時

の反省を活かしてリベンジしようとみんなで意気込

みました。お客さんを本気で驚かせようとみんなで

内装などを工夫して、その結果３年間で１番お客さ

んを呼ぶことができました。このイベントを通して、

全員で困った時は助け合う力だったり驚かせるため

の工夫は１年の時よりも格段に上がってることが分

かりました。このクラスで過ごす最後の明鏡祭はずっ

と笑顔が絶えなくて、最初から最後までワクワクしっ

ぱなしでとても最高の思い出になりました。

・中学生活最後の文化祭はクラス全員で協力して準備

から本番まで取り組めたことが大きな思い出になり

ました。ホラー迷路には２日間で約４３０人もの方

が来てくれ、たくさんの「楽しかった」という声を

いただけてとても嬉しかったです。自分は修理やお

ばけ役などいろいろな役割を経験し、責任を持って

やり遂げることができました。クラスの団結力を改

めて感じ、仲間と過ごす最後の文化祭を大いに楽し

むことができました。


